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1．防災意識について 

災害時の第一避難所の認知についてたずねた。「知っている」が 80.8％、「知らない」

が 17.6％で、前者は後者の約 4.6 倍となっている。 

平成 23 年度調査と比較すると、「知っている」が 9.4 ポイント増加している。（図 1-1） 

Ⅴ 調査結果の分析 
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20歳代
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年代別にみると、『50 歳代』で、「知っている」が 87.3％と他の年代に比べ最も高く、

次いで『60 歳代』で 83.5％、『70 歳以上』で 80.6％と続いている。一方、『20 歳代』

では「知らない」が、26.4％と最も高くなっている。（図 1-2） 

図 1-2 年代別 災害時の第一避難所の認知度 

知らない 無回答 知っている 
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一戸建てで借家

【回答数=66】

一戸建てで持ち家

【回答数=829】

住宅状況別にみると、『一戸建てで持ち家』で「知っている」が 84.9％と他の住宅状

況に比べ最も高く、次いで『共同住宅で持ち家(マンションなど)』で 83.1％、『一戸建

てで借家』で 81.8％と続いている。一方、『共同住宅で借家（アパートなど）』では、「知

らない」が 29.0％と最も高くなっている。（図 1-3） 

図 1-3 住宅状況別 災害時の第一避難所の認知度 

知らない 無回答 知っている 
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地域別にみると、半数以上で８割を超えており、なかでも『Ｂ地域』で「知っている」

が 83.3％と他の地域に比べ最も高くなっている。一方、『Ｇ地域』では「知らない」が

21.4％と最も高くなっている。（図 1-4） 

図 1-4 地域別 災害時の第一避難所の認知度 

知らない 無回答 知っている 
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東大阪市防災マップ・ハザードマップの保管場所をたずねた。「どこにあるか分から

ない」が 37.3％と最も高く、以下「引き出しなどにしまってある」（31.3％）、「目の届

くところに置いてある」（16.3％）などの順となっている。 

選択方式が異なるが平成 23 年度調査と比較すると、上位３番目までの順位は変わっ

ていない。（図 1-5）
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性別に上位５項目をみると、『男性』で全体と同様の傾向となっているが、『女性』で

は「引き出しなどにしまってある」が 35.3％で最も高く、また、『男性』に比べ 8.2 ポ

イント上回っている。（図 1-6）

図 1-6 性別 東大阪市防災マップ・ハザードマップの保管場所【上位５項目】（複数回答） 

(MA％) (MA％) 

男性 

【回答数=675】 
女性 

【回答数=797】 
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置いてある

引き出しなどに

しまってある

どこにあるか

分からない

年代別に上位５項目をみると、『50 歳代』から『70 歳代』で「引き出しなどにしまっ

てある」が、いずれも最も高くなっている。一方、『20 歳代』から『40 歳代』では「ど

こにあるか分からない」が最も高くなっている。（図 1-7）

図 1-7 年代別 東大阪市防災マップ・ハザードマップの保管場所【上位５項目】（複数回答） 

(MA％) (MA％) (MA％) 

(MA％) (MA％) (MA％) 

20 歳代 

【回答数=129】 
30 歳代 

【回答数=197】 
40 歳代 

【回答数=243】 

50 歳代 

【回答数=228】 
60 歳代 

【回答数=375】 

70 歳以上 

【回答数=310】 
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問９．あなたは防災に関して、どのような対策を講じておられますか？  

（○はいくつでも） 

防災に関しての対策をたずねた。「特に何もしていない」が 46.1％と最も高く、以下

「自宅に非常食、水などの物資を保管している」（30.1％）、「家族と災害時の避難場所

を決めている」（21.3％）、「棚、テレビなどの転倒防止措置をしている」（16.1％）など

の順となっている。（図 1-8） 

【回答数＝1,487】 

(MA％) 

図 1-8 防災に関しての対策(複数回答) 
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2.0 

3.4 

11.0 

16.1 

21.3 

30.1 

46.1 

0 20 40 60 80

無回答

その他

自宅に耐震診断を受けた

窓ガラスに飛散防止フィルムを貼っている

自宅の耐震化を図った

防災メールの配信登録をしている

棚、テレビなどの転倒防止措置をしている

家族と災害時の避難場所を決めている
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特に何もしていない



33
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性別に上位５項目をみると、男女とも全体と同様の傾向となっている。『男性』は「特

に何もしていない」が 51.4％で『女性』に比べ 10 ポイント上回っている一方、『女性』

では「自宅に非常食、水などの物資を保管している」が 33.8％で『男性』に比べ 7.4

ポイント上回っている。（図 1-9） 

図 1-9 性別 防災に関しての対策【上位５項目】（複数回答） 

(MA％) (MA％) 

男性 

【回答数=675】 

女性 

【回答数=797】 

12.0 

16.2 

24.8 

33.8 

41.4 

0 20 40 60 80 

防災メールの配信
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年代別に上位５項目をみると、『50 歳代』から『70 歳以上』は全体と同様の傾向とな

っている。『20 歳代』で「自宅に非常食、水などの物資を保管している」が 18.6％と他

の年代に比べ最も低くなっている。また、『60 歳代』『70 歳以上』で「防災メールの配

信登録をしている」が、それぞれ 6.1％、3.5％と低くなっている。（図 1-10） 

図 1-10 年代別 防災に関しての対策【上位５項目】（複数回答） 
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【回答数=310】 
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家族構成別に上位５位をみると、『夫婦のみ』『二世代世帯（親と子どもなど）』は全

体と同様の傾向となっている。『三世代世帯(祖父母と親と子ども)』で「自宅に非常食、

水などの物資を保管している」が 36.8％と最も高くなっている。 

一方、『単身世帯(一人暮らし)』では、「特に何もしていない」が 65.7％と他の家族

構成に比べ最も高くなっている。（図 1-11）

図 1-11 家族構成別 防災に関しての対策【上位５項目】（複数回答） 

(MA％) (MA％) 

(MA％) (MA％) 

単身世帯 

(一人暮らし) 

【回答数=198】 
夫婦のみ 
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(親と子どもなど) 

【回答数=771】 
(MA％) 

その他 

【回答数=26】 

三世代世帯 

(祖父母と親と子ども) 

 【回答数=76】 
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自主防災組織の認知についてたずねた。「知っている」が 19.6％、「知らない」が 77.9％

で、前者は後者の約４倍となっている。 

平成23年度調査と比較すると、「知っている」が3.0ポイント増加している。（図1-12） 
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年代別にみると、『20 歳代』から『30 歳代』にかけて、「知っている」が一桁台と低

くなっているが、以降年代が上がるにつれ高くなっており、『70 歳以上』で 27.1％とな

っている。（図 1-13） 

図 1-13 年代別 自主防災組織の認知度 

知っている 知らない 無回答 
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【回答数=771】

夫婦のみ

【回答数=408】

単身世帯

(一人暮らし)

【回答数=198】

家族構成別にみると、『夫婦のみ』で「知っている」が 25.2％と最も高く、次いで『三

世代世帯（祖父母と親と子どもなど）』が 21.2％、『二世代世帯（親と子どもなど）』が

16.9％、『単身世帯（一人暮らし）』が 16.7％と続いている。（図 1-14） 

図 1-14 家族構成別 自主防災組織の認知度 

知っている 知らない 無回答 
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【回答数=275】

Ｃ地域

【回答数=172】

Ｂ地域

【回答数=210】

Ａ地域

【回答数=173】

地域別にみると、『Ｃ地域』で「知っている」が 24.4％と最も高く、次いで『Ａ地域』

『Ｅ地域』が同率で 20.8％、『Ｄ地域』が 20.4％と続いている。一方、『Ｂ地域』『Ｇ地

域』では「知らない」が８割を超えている。（図 1-15） 

図 1-15 地域別 自主防災組織の認知度 

知っている 知らない 無回答 
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問11．あなたは、過去２年間に地域や職場の防災訓練・講話など防災関連の催しに

参加したことがありますか？（○はいくつでも） 

過去２年間の防災関連の催しの参加有無をたずねた。「参加したことがない」が

55.1％と最も高く、以下「参加の機会がなかった」（24.3％）、「職場の防災訓練・講話

等に参加した」（14.2％）などの順となっている。（図 1-16） 

図 1-16 過去２年間の防災関連の催しの参加有無(複数回答) 
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講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

3.1 

5.7 

20.6 

27.2 

46.9 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

5.3 

9.3 

10.4 

22.1 

58.1 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

3.2 

12.9 

2.3 

26.1 

63.5 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

年代別に上位５項目をみると、『30 歳代』『40 歳代』『50 歳代』『60 歳代』では全体と

同様の傾向となっている。一方、『20 歳代』では「職場の防災訓練・講話等に参加した」

が 29.5％と他の年代に比べ最も高くなっていること、また「地域の防災訓練・講話等

に参加した」が 1.6％と同じく最も低くなっていることが特徴である。 

また、『70 歳以上』では「参加したことはない」が 63.5％で他の年代に比べ、最も高

くなっている。（図 1-17） 

図 1-17 年代別 過去２年間の防災関連の催しの参加有無【上位５項目】（複数回答） 

(MA％) (MA％) (MA％) 

(MA％) (MA％) (MA％) 

20 歳代 

【回答数=129】 

30 歳代 

【回答数=197】 
40 歳代 

【回答数=243】 

50 歳代 

【回答数=228】 

60 歳代 

【回答数=375】 

70 歳以上 

【回答数=310】 
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5.2

12.6

7.3

23.6

58.6

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

20.0 

8.0 

12.0 

28.0 

40.0 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

2.9 

5.8 

40.9 

21.6 

32.7 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

2.0 

2.5 

22.0 

30.5 

51.5 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

0.0 

0.0 

50.0 

13.2 

36.8 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

4.5 

7.1 

19.2 

24.2 

49.5 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

8.0 

8.0 

4.0 

44.0 

36.0 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

3.7 

8.8 

3.4 

22.3 

67.6 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

3.4 

8.0 

3.1 

24.2 

64.2 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

職業別に上位５項目をみると、『自営業またはその家族従事者（商工・サービス業・

建設業・農業など）』で、「地域の防災訓練・講話等に参加した」が 12.6％と他の職業

に比べ高くなっている。『民間の会社・団体の勤め人（庶務、経理、事務などに従事）』

や『公務員、教員』で、「職場の防災訓練・講話等に参加した」がそれぞれ 40.9％、50.0％

と高くなっている。『学生』で、「参加の機会がなかった」が 44.0％、『家事従事者』『無

職（学生、家事従事者以外の無職）』で、「参加したことはない」がそれぞれ 67.6％、

64.2％と高くなっている。（図 1-18）

図 1-18 職業別 過去２年間の防災関連の催しの参加有無【上位５項目】（複数回答） 

(MA％) (MA％) (MA％) 

(MA％) (MA％) (MA％) 

(MA％) (MA％) (MA％) 

自営業主またはその家族 

従事者(商工・サービス業・建

設業・農業など)【回答数=191】 

自由業者 

（医師、弁護士、芸術家など)

【回答数=25】 

民間の会社・団体の勤め人

(庶務、経理、事務などに 

従事)【回答数=171】 

民間の会社・団体の勤め人

(作業、運転などに従事) 

【回答数=200】 

公務員、教員 

【回答数=38】 

その他の有業者 

(パート、アルバイト) 

【回答数=198】 

学生 

【回答数=25】 
家事従事者 

【回答数=296】 

無職 

(学生、家事従事者 

以外の無職) 

【回答数=327】 



43

4.2 

0.0 

29.2 

33.3 

37.5 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

5.2 

0.0 

26.0 

20.8 

49.4 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

1.3 

7.5 

16.3 

26.3 

51.3 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

3.5 

4.6 

15.6 

23.1 

59.0 

0 20 40 60 80

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

4.4 

6.6 

20.1 

23.6 

48.0 

0 20 40 60 80 

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

3.9 

9.0 

10.9 

24.8 

57.7 

0 20 40 60 80 

その他の防災訓練・

講話等に参加した

地域の防災訓練・

講話等に参加した

職場の防災訓練・

講話等に参加した

参加の機会がなかった

参加したことはない

居住年数別に上位５項目をみると、「５年～10 年未満」以上で全体と同様の傾向とな

っている。また、『１年未満』で「参加の機会がなかった」が 33.3％と他の居住年数に

比べ最も高くなっている。『１年～５年未満』で「参加の機会がなかった」（20.8％）に

比べ「職場の防災訓練・講話等に参加した」（26.0％）が高くなっている。（図 1-19） 

図 1-19 居住年数別 過去２年間の防災関連の催しの参加有無【上位５項目】（複数回答） 

(MA％) (MA％) (MA％) 

(MA％) (MA％) 

１年未満 

【回答数=24】 

１年～５年未満 

【回答数=77】 

５年～10年未満 

【回答数=80】 

10 年～20 年未満 

【回答数=173】 

20 年～30 年未満 

【回答数=229】 

30 年以上 

【回答数=900】 

(MA％) 


